
思考・判断・表現　ｂ 主体的に学習に取り組む態度　ｃ

評価は次の観点から行います

４　評価方法

進学・就職等進路希望が多岐にわたっていることから，

　①日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について関心を高め、生物学の基本定な知識の修得をめざします。

　②科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける態度を育てます。 観察，実験などを行い，科学的

　　に探究する力を養います。

　③観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養います。

３　評価の観点の趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日常生活や社会との関連を図りながら生物や

生物現象について理解するとともに、科学的

に探究するために必要な観察、実験など

に関する基本的な技能を身に付けるようにし

ている。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力

を養ったりすることができるようにしてい

る。

生物や生物現象について主体的に関わり，科学

的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，

自然環境の保全に寄与する態度を養ったりする

ことができるようにしている。

知識・技能　a

　　　　令和５年度シラバス（理科）　　　　　　　　学番（４６）　新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

数研出版　改訂版　生物基礎

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究

するために必要な資質・能力を育成する。

(1)日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探 究するために必要な観察、実験などに関す

る基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

(3)生物や生物現象について主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

１　学習目標

２　指導の重点

なし

理科（生物基礎） 単位数 　２単位 学年（コース） ２学年　必修

評

価

方

法 内容のまとまりごとに、各観点

「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」

で評価します。

　内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。

上記の観点を踏まえ，

・ペーパーテストの分析

・観察，実験，式やグラフでの表現の観察

・レポートやワークシート，提出物などの内容

の確認

などから，評価します。

上記の観点を踏まえ，

・ペーパーテストの分析

・授業中の発言，発表への取組の観察

・レポートやワークシート，提出物など

の内容の確認

・実験における探究活動への取組の観察

などから，評価します。

上記の観点を踏まえ，

・授業中の発言，発表への取組の観察

・レポートやワークシート，提出物などの内容

の確認

・実験における探究活動への取組の観察

などから，評価します。



4

5

6

7

生物の特徴

遺伝子とそのはたら

き

1
2．遺伝情報

の複製と分

配

遺伝情報の

複製，遺伝

情報の分配

DNAが，半保存的に複製されることを理解する。細胞周期の

進行に伴って，DNAが正確に複製され，2つの細胞に分配され

ることを理解する。

a,b,c

4 1．遺伝情報

とDNA

遺伝情報を

含む物質-

DNA，DNA

の構造

・観察，実験，式やグラ

フでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

・観察，実験，式やグラ

フでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

・観察，実験での表現の

観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

5　学習計画

月 単元名
授業時数

と領域
教材名 学習活動（指導内容）

評価の

観点
評価方法

・観察，実験での表現の

観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

a,b,c序章 2 生物基礎を

学ぶにあ

たって

探究のプロ

セス

生物基礎で学習する内容の概要を把握する。学習を進めるうえ

で重要となる探究のプロセスについて理解する。顕微鏡の使い

方を習得する。

・観察，実験，式やグラ

フでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

a,b ・ペーパーテストの分析

・ワークシート，提出物など

の内容の確認

a,b ・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

2．エネル

ギーと代謝

生命活動と

エネル

ギー，代謝

とエネル

ギー，ATP

生命活動にはエネルギーが必要であることを理解する。細胞の

生命活動のエネルギーはATPの形で供給されることを理解す

る。

生物は多様でありながら，共通性をもっていることを理解す

る。生物の共通性と多様性は，生物の進化の結果であることを

理解する。

1学期中間考査

DNAは2本のヌクレオチド鎖からなる二重らせん構造をしてい

ることを理解する。遺伝情報はDNAの塩基配列にあることを

理解する。

a,b,c

4 3．呼吸と光

合成

呼吸，光合

成，エネル

ギーの流

れ，酵素

呼吸や光合成の過程でATPが合成されることを理解する。酵素

の特徴を理解するとともに，酵素によって生体内で必要な化学

反応が進行することを理解する。

a,b,c

1

1．生物の多

様性と共通

性

生物の多様

性，生物の

多様性・共

通性とその

由来，生物

の共通性と

しての細胞

a,b,c4

2



8

9

11

a,b,c

遺伝子とそのはたら

き

ヒトの体内環境の維

持

ヒトの体内環境の維

持

タンパク質のアミノ酸配列は，DNAの塩基配列によって決ま

ることを理解する。個体を構成する細胞は遺伝的に同一である

が，細胞の機能に応じて発現している遺伝子が異なることを理

解する。

3．遺伝情報

の発現

遺伝情報と

タンパク

質，タンパ

ク質の合

成，分化し

た細胞の遺

伝子発現，

遺伝情報と

遺伝子，ゲ

ノム

a,b,c ・観察，実験，式や

グラフでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

10

12

1．体内での

情報伝達と

調節

体内での情

報伝達，神

経系による

情報の伝達

と調節，内

分泌系によ

る情報の伝

達と調節

1学期期末考査 a,b1

2

4

6

1

・ペーパーテストの分析

・ワークシート，提出物など

の内容の確認

体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していること

を理解する。自律神経系と内分泌系による情報伝達によって，

からだの状態の調節が行われることを理解する。

ホルモンと自律神経のはたらきによって，体内環境が維持され

ていることを理解する。

2．体内環境

の維持のし

くみ体内環

境の維持，

血糖濃度の

調節のしく

み，血液の

循環を維持

するしくみ

・観察，実験，式や

グラフでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

・観察，実験，式や

グラフでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

a,b,c

7

・ペーパーテストの分析

・ワークシート，提出物など

の内容の確認

1 ２学期期末考査 a,b ・ペーパーテストの分析

・ワークシート，提出物など

の内容の確認

6

1 ２学期中間考査 a,b

7 3．免疫のは

たらき

からだを守

るしくみ-免

疫，自然免

疫，適応免

疫，免疫と

病気

からだに，異物を排除する防御機構が備わっていることを理解

する。免疫と病気の関係や，免疫が医療に応用されていること

について理解する。



1

3

植生の成りたちや相観について理解する。植生が時間の経過と

ともに移り変わっていくことを理解する。

3．生態系と

生物の多様

性

生態系の成

りたち，生

態系と種多

様性，生物

どうしのつ

ながり

1．植生と遷

移

植生，植生

の遷移

2．植生の分

布とバイ

オーム

バイオーム

の成立，世

界のバイ

オーム，日

本のバイ

オーム

世界各地には，多様なバイオームが成立していることを理解す

る。気候条件によっては，遷移の結果として森林のほかに草原

や荒原にもなることを理解する。

生態系の成りたちを理解する。生物どうしの関係が種多様性の

維持にかかわっていることを理解する。

生物の多様性と生態

系

7　担当者からの一言

色々な生命現象について知識を深め、理解することで生物としての自分をよりよく理解することができ

ると思います。この科目を学ぶことを通して神秘的な生命の世界への関心を高めていってほしいと思い

ます。

a,b,c ・観察，実験，式や

グラフでの表現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

・実験における探究活動

への取組の観察

a,b,c ・観察，実験での表

現の観察

・レポートやワークシー

ト，提出物などの内容の

確認

・授業中の発言，発表へ

の取組の観察

  計64時間（55分授業）

12

2

6　課題・提出物等

・授業内容の定着を図るため，単元ごとに小テストや課題があります。

・観察，実験のレポートやワークシートの提出があります。

・考査後には，授業ノートや問題集の提出があります。

4．生態系の

バランスと

保全

生態系のバ

ランス，人

間の活動と

生態系，生

態系の保全

生態系がもつ復元力について理解する。人間活動が生態系に及

ぼす影響について理解する。生態系の保全の重要性について理

解する。2

・ペーパーテストの分析

・ワークシート，提出物など

の内容の確認

2

1 学年末考査 a,b

4

4

4


